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効果的な論文指導を目指して
―日本語論文編

どのように論文を指導すべきか悩んでいませんか。本ワークショップでは，
論文を効果的に指導する方法を検討し，共有することを目的としています。
論文を指導するうえで大切なことは，論文特有の文章構造を理解することです。
まず，論文の全体構造と各セクションに特有の文章構造があることを確認します。
次に，書き手が主体的に考える姿勢を促す指導方法を紹介します。
参加者の皆さんには文章指導で経験した苦労や失敗談などを紹介していただき，
一緒に解決策を考えていきます。
書き手と指導者，書き手同士の双方向の〈対話〉によって，自立した書き手を
育てる文章指導を目指しませんか。

●日時：2016年10月27日（木）18:15～20:00
●場所：日吉キャンパス来往舎２階中会議室
●対象：教職員、塾生（大学生・院生）

ピア・メンター経験者など論文指導に関心のある学生の参加、大歓迎です

●講師：大野 真澄氏（慶應義塾大学法学部専任講師）

●定員：25名
●参加費：無料
●申込：教養研究センターＨＰから

http://lib-arts.hc.keio.ac.jp/event/600
＊定員に達し次第締め切ります ＊定員に空きがあれば当日参加も可

主催：慶應義塾大学教養研究センター
お問い合わせ：toiawase-lib@adst.keio.ac.jp


	スライド番号 1

